


























































































































































































































































































































































































































































（ ₆） Marguerite Duras,Gérard Jarlot, «Une aussi longue absence» Gallimard, ₁₉₆₁, 
p₁₇, ＇Cette patronne de café, c＇est Thérèse. Elle a trente huit ans est belle, mais par-
dessus tout très charmante.＇ 脚本にはそうあるが、劇中ではこの数字は具体的に言
及されていない。若くはないけれど過去を切り捨てて生きるには早すぎる、といっ
たぐらいの設定ではないだろうか。
























（₁₆） Duras，前掲書、p₇₀ ＇ALICE: Reviens, Therese⋮Tu disais, les yeux, par exemple
⋮Albert avait les yeux sombres.＇sombreの「暗い」には「陰鬱な」と「色が黒っぽ
い」という意味があるが、テレーズの「時々は違った」という台詞から、物理的な
瞳の色の濃度ではなく、「物憂げ」な風を意味していると思われる。ただし『アー
トシアター』誌で清水千代太は（多分その後に身長が高い低いのやりとりがあるた
めだと思われるが）テレーズとアリスは「眼の色が青か黒の水掛け論をしている」
のだと書いている。前掲書、 ₈頁。
（₁₇） 『アートシアター』、前掲書、₄₅頁。
（₁₈） 『アートシアター』、前掲書、₄₇頁。
（₁₉） 『アートシアター』、前掲書、₄₈-₄₉頁。
（₂₀） ロラン・バルト『恋愛のディスクール・断章』三好郁朗訳、みすず書房、₁₉₈₀
年、₁₀₉頁。
（₂₁） 『アートシアター』、前掲書、₅₂頁。
（₂₂） バルト、前掲書、₂₆頁。バルトは言語学の延長のようにして「写真」や「書く
こと」その他のあらゆるものについて語るのだが、いつもそこで見出されるのは対
象について生じる「亀裂」である。形を規定されることによって、不定形な対象は
その実態とのズレを生じさせることを、常にバルトは忘れ得ないのだろう。文章は
―   ――   ― 101100
「かくも長き不在」
書かれた途端に「書かれるべき思想」から離れて行き、写真に写った「私」の像は
停止によって将来「私」との距離を広げていくのである。
（₂₃） バルト、前掲書、₃₂頁。
（₂₄） デュラスによれば「場所」こそが記憶を内包しているという。知っている場所
を散歩すると「限りなく遠い昔のことを想ってしまう。」のだと述べている。デュ
ラスは自身でも映画を撮る小説家であるが、映画についてのインタビューで「家」
という場所に対する愛着を語っている。彼女の撮る映画ではやはり家と女性が中心
となって描かれているのである。マルグリット・デュラス、ミシェル・ポルト『マ
ルグリット・デュラスの世界』青土社、₁₉₉₅年、₁₈₉-₁₉₀頁、 ₆頁参照。
（₂₅） 石井ゆかり、井上博道『禅語』パイインターナショナル、₂₀₁₁年、₂₃₈-₂₃₉頁。
（₂₆） ジャン・ピエロによれば『かくも長き不在』は『ヒロシマ・モナムール』と共
に記憶と忘却の物語であり、回想による喜びよりも忘却によって苦しみを取り除く
べきとデュラスは主張するのだと述べられているが、（前掲書、₂₇₄頁参照。）先に
も触れた「場所」についての愛着をデュラス自身が語っているように、想起をうな
がす対象をどう忘れられるというのだろうか。
（₂₇） 「鎮静剤」堀口大學訳『訳詩集　月下の一群』岩波文庫、₂₀₁₃年、₂₀₉頁。引用
部分は一番最後のブロックで、「退屈な女より　もつと哀れなのは　かなしい女で
す。」にはじまり、マザーグースのように「より哀れな女」が示される。つまり、
「忘れられた女」はもっとも哀れな女、とされているのである。なお、引用元での
表記は「マリイ・ロオランサン」である。画家マリー・ローランサンと詩人アポリ
ネールは、互いの芸術に対して影響を与え合ったカップルとして知られている。「鎮
静剤」はアポリネールとの別離後、バルセロナでの憂き日々に書かれたものだとさ
れている。ローランサンにとってアポリネールは生涯忘れられぬ人であった。アポ
リネールもまたローランサンとの日々を思い返す詩をいくつも作っており、ふたり
の築いた世界のかけがえのなさが偲ばれている。フロラ・グルー『マリー・ローラ
ンサン』工藤庸子訳、新潮社、₁₉₈₉年、₇₄頁、₇₈頁、₁₄₃頁、₁₄₆頁参照。
（₂₈） ジャック・デリダ「『葉書』より」、『季刊インターコミュニケーション』丹生
谷貴志訳、NTT出版、₁₉₉₂年、₃₄頁。
（₂₉） ジャック・デリダ、前掲書、₃₉頁。
（₃₀） 映画『フォロー・ミー』（キャロル・リード監督、₁₉₇₂）のなかで、浮気調査
を依頼される探偵が、依頼主である男に解決策として、自ら妻の跡をつけてみるよ
う助言するときにそのようなセリフを言うシーンがある。「彼女が指さすものを見
て、彼女が聴くものを聴く。特別なものを見せたい時は先に行き歩いてもいい」。
（₃₁） 内田樹『映画の構造分析』晶文社、₂₀₀₃年、₁₃₆頁。
（₃₂） フロム、前掲書、₄₆頁。
